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秋田市有林を活用したＪ－クレジット創出事業

【企画提案書】

















提案者：○○○○○○○○


１．事業計画





２．企画提案内容
　(1) プロジェクト登録実施方法









　(2) モニタリング調査実施方法









　(3) 創出クレジットの販売および販売支援方法









　(4) 秋田杉森林吸収Ｊ－ＶＥＲの活用方法












３．収支計画・収益配分





４．実施体制





５．業務実績
　(1) Ｊ－クレジット制度取組実績

◎プロジェクト登録
	プロジェクト
実施者名
	登録面積
(ha)
	登録年度
	実施期間

	
	
	
	　年　月　日～　年　月　日

	概要等

	






◎Ｊ－クレジット創出
	プロジェクト
実施者名
	登録面積
（ha）
	認証年度
	認証量
（t-CO2）

	
	
	
	

	概要等

	







　(2) Ｊ－クレジット販売実績

	年度
	Ｊ－クレジット販売量(t-CO2)
	平均販売単価(円/t-CO2)
（森林由来）
	販売方式


	
	
	うち森林由来
	
	

	R4
	(例)2,000
	1,000
	10,000
	相対

	R5
	(例)1,000
	500
	8,000
	一部自社活用

	R6
	
	
	
	

	R7
	
	
	
	

	R8
	
	
	
	

	計
	
	
	
	




	項目
	記入欄

	主要取引業種と取引社数
	(例)建設業・運輸業など１０社

	森林クレジットの成約単価の幅（直近１年）
	(例)5,000～10,000円/t-CO2 

	売れ残りクレジットの
取り扱い方針
	(例)買取り保証あり
(例)翌年度へ繰り越し販売活動の継続 

	最低販売価格の設定
	(例)創出者との協議の上、年度毎に設定

	販売開始から成約までの標準的な期間
	(例)２～４ヶ月
(例)１ヶ月程度



６．その他提案
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